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立野ダム仮排水路トンネル着工に対する抗議文 

 

 １１月２６日、立野ダム仮排水路トンネル工事の安全祈願祭が行われたと報道されました。住民に対

し何の連絡もなく、報道機関にさえも伝えずに、また６月４日に提出した抗議文で要請した住民向け説

明会も一切開催せぬままに、１１月初めにすでに着工していたことに、強く抗議します。 

 くしくも、１１月２６日から、阿蘇が火山活動を活発化しています。火山地帯に巨大なコンクリート

のダムをつくって本当に安全なのか、国土交通省は自信を持って説明できるのでしょうか。 

 なぜ立野峡谷で外輪山が切れたかというと、外輪山の中で最も地盤が弱かったからだと考えられま

す。そのような場所に巨大なダムをつくって、はたして安全なのでしょうか。 

 立野ダム建設予定地右岸の地盤は、阿蘇火山から流下してきた立野溶岩です。一方左岸は、右岸側と

は全く違う先阿蘇火山岩類による地盤です。立野峡谷一帯には、多くの断層が集中しています。立野ダ

ムが完成したあとに、阿蘇の地震活動が活発になり、断層が動いて、ダムの右岸と左岸で地盤が違う動

きをした場合は一体どうなるのでしょうか。 

 立野ダムは洪水調節専用の穴あきダムですが、洪水のときに、ダムの穴が流木や岩石などでふさがる

ので、洪水調節不能の危険な状態となります。また、洪水時の白川の水は多くの火山灰を含みます。白

川にダムを造っても土砂や岩石、火山灰などで埋まってしまうことは明らかです。 

 ところが国土交通省は、「立野ダムの穴をふさぐ流木は、ダムの水位が上がると浮き上がるので、ダ

ムの穴はふさがらない」「立野ダムにたまった土砂は、ダムの水位の低下とともに下流に流れるので、

ダムが土砂で埋まることはない」などと立野ダムホームページに掲載しています。そのような説明では

全く納得できません。 

 立野ダム事業が多くの問題を抱えている点は、これまで何度も提出しました要望書等で述べたとおり

です。蒲島知事も熊本県議会において「立野ダムについては、国土交通省に説明責任を果たすよう求め

続けます」と発言しています。立野ダム事業についての説明責任が全く果たされていない状況の中、仮

排水路トンネル工事に着工したことに対し強く抗議するとともに、下記２点について、再度強く要請し

ます。 

 

記 

１．白川流域の市町村ごと、熊本市にあっては白川沿いの中学校区ごとに立野ダム事業に関する説明会    

を開催すること。その際、住民の質問については真摯に回答し、住民の意見を十分に聞くこと。 

２．上記説明会が開催され、国土交通省が立野ダム事業についての説明責任を果たすまでは、立野ダム    

仮排水路トンネル工事を中断すること。 

                                                                                        以上 


